
広報WARABI ● 平成29年５月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ４月１日現在人口：73,800人 前月比   +20人
 　　　　　　　　　   男 37,471人　女 36,329人
　　　　　　　　　 世帯数：37,602
　　　　　　　　　 人口密度：14,442人／km２

2017/平成29年
わらび・795

大きくなった！チューリップ
栄養は子どもたちの思いやり
　先月中旬、さくら保育園の一角が赤
や黄、白など色鮮やかに染まりました。
園庭を華やかに飾ったのは５歳児クラ
スの園児30人が水やりや草取りをして、
毎日話しかけたチューリップです。生
長を見守り約半年、子どもたちの優し
さや思いやりの心も花開いていました。

～今月の特集～
◦わらび市政スポット
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特　集

市政スポ
ット

全
国
の
主
要
な
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
す

　今月の特集・市政スポットでは、現在、市が進めている事
業のなかから、住民票等のコンビニ交付と、ウォーキングと
筋力アップで健康密度も日本一プロジェクトを紹介します。

で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

６
月
１
日
か
ら
住
民
票
等
を
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
こ

市

れ
に
伴
い
、
取
得
場
所
や
利
用
時

間
が
今
ま
で
以
上
に
広
が
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
種
類
は
「
住
民
票

の
写
し
」、「
印
鑑
登
録
証
明
書
」、

「
戸
籍
謄
抄
本
」、「
戸
籍
の
附
票

の
写
し
」（
下
表
参
照
）
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
、

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
高
度
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
で
個
人
情
報
を
保
護

し
ま
す
。
ま
た
、
手
数
料
は
市
役

所
で
取
得
す
る
場
合
と
同
額
で
す
。

詳
細
＝
市
民
課（
☎
430・７
８
２
７
）

更
な
る
利
便
性
の
向
上
へ
！
簡
単
・
安
全
に

　
　
住
民
票
等
が
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

６月１日
から

スタート

　らび
まちの情

報を

発信しま
す

証明書が出力される

証明書を選択し、手数料を支払う

４桁の暗号番号を入力する

マイナンバーカードをかざす

「行政サービス」を選択する

利 用 方 法

種　類 取得できる範囲 手数料 利用時間

住民票の写し 本人・同一世帯の人
200円

毎日※
午前６時半
～午後11時印鑑登録

証明書
本人（蕨市で印鑑登録
している人）

戸籍謄抄本 本人・同一戸籍の人
（蕨市に本籍がある人）

450円 平日※
午前９時～
午後５時戸籍の附票の

写し 200円

※年末年始（12月29日～１月３日）を除く
　24時間利用可能ではありません。ご注意ください

　住民票等のコン
ビニでの取得には、
マイナンバーカー

ドが必要となります。なお、マイ
ナンバーカードは、交付まで１か
月程度かかります。お問い合わせ
は市民課（☎430・7827）へ。

 

情報管理担当より 

※�セブンイレブン、ファミリーマート、
ローソンなど、マルチコピー機設置店

Point
◇全国のコンビニで取得可※

◇マイナンバーカードで簡単発行

◇手数料は市役所発行と同じ

ご用意ください
マイナンバーカード
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◇
体
力
・
血
液
デ
ー
タ
の
改
善
例
も

◇
活
動
量
計
の
携
帯
で
身
に
つ
く
運
動
習
慣

◇
年
間
１
万
～
３
万
円
の
医
療
費
の
抑
制
効
果
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特集：わらび市政スポット　～まちの情報を発信します～

東京都健康長寿
医療センター研究所

青
あお

栁
やぎ

 幸
ゆき

利
とし

 医学博士

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
ト
レ
で
健
康
度
Ｕ
Ｐ
！

29
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

７月１日
から

スタート

　健康寿命の延伸を目的に県の｢健康長寿埼玉モデル｣として､ 一昨年からプ
ロジェクトを実施。その拠点として埼玉りそな銀行蕨支店内にわらび健康
アップステーションを開設したほか､延べ341人のモニターが青栁幸利医学博
士が発案した｢１日8,000歩･中強度の活動20分｣の健康法などを行っています

ウォーキングと筋力アップで健康密度も日本一プロジェクト

年
間
で
延
べ
３
４
１
人
が

参
加
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
筋
ト
レ
に
よ
る
健
康
づ
く

り
。
速
歩
き
な
ど
の
中
強
度
の
活

動
を
行
う
「
１
日
８
０
０
０
歩
・

中
強
度
の
活
動
20
分
」
を
実
践
す

る
と
と
も
に
、
自
宅
で
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
効
果
的
な
運
動
法
に

よ
り
、
全
体
で
は
体
力
測
定
の
数

値
が
向
上
す
る
な
ど
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー

か
ら
は
「
血
液
検
査
の
数
値
が
よ

く
な
っ
た
」、「
自
分
の
ペ
ー
ス
で

で
き
て
運
動
習
慣
が
身
に
つ
い
た
」

と
い
っ
た
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
１
万
円
か
ら
３
万
円

程
度
の
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が

っ
た
と
い
う
算
出
も
出
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
年
度
も
更
な
る
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
、
７
月
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２

Point

　血圧･体組成測定､ 活動量計の無料体験、
健康相談などを行っています。
火～金曜日（平日）　午前10時～午後３時
埼玉りそな銀行蕨支店１階（中央３-18-３）
問い合わせ＝☎090・8516・5100
※ポールウォーキング教室を18日・31日に開催

どなたでもお気軽に！わらび健康アップステーション

歩数に加え、
速歩き（中強
度）の時間も

分かるのが特徴です。90
日分のデータも記録でき、
｢数値を確認できるので
取り組みの励みになる」と
いうモニターからの声も
多数寄せられています

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室（
４
月
20
日
）

概要

と　き＝�16日（火）
　　　　午後１時半
ところ＝市民会館
内　容＝｢長寿遺伝子に
　　　　 スイッチＯＮ！｣
応　募＝�所定用紙をわらび

健康アップステー
ションか保健セン
ターへ持参

～講師プロフィール～
　群馬県中之条町における15年
間の追跡調査の結果から「メッ
ツ健康法」を提唱。現在この取
り組みが全国に広がっている

募集します！
29年度モニター

今月
16日

７月
開始

実施＝７月１日～12月31日
※新規モニターは体力測定等を６月13日に実施

定員＝�先着210人（継続モニター含む）
内容＝①�体力測定・血液検査に参加
　　　②活動量計を毎日携帯する
　　　③�月に１回わらび健康アッ

プステーションへ来場
　　　④簡単エクササイズを行う
応募＝�所定用紙に必要事項を記入

し、６月９日までに保健セ
ンター（☎431・5590）かわ
らび健康アップステーショ
ン（☎090･8516･5100）へ持参

※所定用紙は上記の施設にあります

プロジェクト監修
青栁幸利医学博士の健康講演会

活動の指標に！
活動量計を携帯
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Q
認
知
症
は
ど
の
よ
う

な
病
気
で
す
か
。

A
病
気
な
ど
で
後
天
的

に
脳
の
機
能
が
低
下

し
、
記
憶
障
害
や
見
当
識
障

害
が
生
じ
て
社
会
生
活
に
支

障
を
来
す
状
態
を
指
し
ま
す
。

最
大
の
要
因
は
加
齢
と
い
わ

れ
、
誰
に
で
も
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省
の
調
査
で
は
２
０
１
２

年
時
点
の
全
国
の
65
歳
以
上

の
約
15
％
、
４
６
２
万
人
が

認
知
症
と
推
計
さ
れ
、
２
０

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
竹
紫
館
（
剣
道
）　

月
・
水
・

金
曜
日　

午
後
６
時　

同
館　

月

２
０
０
０
円　

小
学
生
≪
平
田
・

緯
080
・
５
４
２
３
・
０
０
２
３
≫

▼
る
・
そ
れ
い
ゆ（
油
絵
）　

月
２

回
金
曜
日　

午
前
10
時　

西
公
民

館　

月
３
０
０
０
円　

初
心
者
歓

迎
≪
篠
塚
・
緯
441
・
２
７
６
４
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小

学
校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０

０
円　

年
中
～
小
学
生
≪
元
山
・

緯
090
・
８
４
６
１
・
５
３
１
５
≫

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
６
時
15
分 

城
址
公
園　
脳
ト
レ
あ
り
≪
平
田
・

緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

北
小
学
校　

月
１
５

０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児

は
年
間
１
０
０
０
円
）
年
中
～
小

学
生　
活
動
時
間
要
確
認
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　
南
公
民
館　
無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
弦
の
響
き
～
生
田
流
お
琴
～　

第
１
・
３
火
曜
日　

午
後
１
時
半 

下
蕨
公
民
館　
月
２
５
０
０
円
≪
向

瀬
・
緯
441
・
４
５
５
８
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

リポート　そこが知りたい

「まずはご相談を」と、浅川さん

〈１24〉

を
受
け
、
対
応
に
当
た
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
度
、
よ

り
細
か
な
対
応
に
向
け
て
、

新
た
に
第
二
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
同
推
進
員
が
加

わ
り
、
支
援
体
制
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
運
動
な
ど
を
通
じ
て
、

認
知
症
の
予
防
に
取
り
組
む

講
座
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
を

超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q
市
の
取
り
組
み
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

A
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
支
援
や
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症

の
人
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、

医
療
・
介
護
・
行
政
な
ど
の
つ

な
が
り
や
地
域
の
理
解
が
い

っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
な
か
、

平
成
27
年
度
に
第
一
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
市
全

域
を
担
当
す
る
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
が
一
人
配
置
さ

れ
ま
し
た
。
同
推
進
員
は
認

知
症
の
人
へ
の
支
援
体
制
の

構
築
と
ケ
ア
向
上
を
図
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
の
推
進
役

で
す
。
そ
の
業
務
は
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携

支
援
や
相
談
対
応
な
ど
で
、

昨
年
度
は
70
件
以
上
の
相
談

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

認
知
症
の
相
談
や
見
守
り
体
制
を
充
実

　
高
齢
化
が
進
み
、全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
対
策
。
今
年
度
、市
で
は
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
増
員
す
る
な
ど
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
新
た
に
推
進
員
と

な
っ
た
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
浅あ
さ

川か
わ

奈な

穂ほ

さ
ん
に
そ
の
取
り
組
み
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
地
域
に
は
ど
の
よ
う

な
支
え
合
い
の
し
く

み
が
あ
り
ま
す
か
。

A
市
で
は
、
10
年
前
か

ら
、
地
域
ぐ
る
み
で

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
き
、
延
べ
１
７
５
２

人
が
そ
の
一
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
更
に
は
認
知
症
へ
の

理
解
と
交
流
を
深
め
る
、
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ク
ロ
ー
バ
ー

も
先
月
か
ら
１
か
所
増
え
、

そ
の
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
う

る
病
気
で
す
。
人
ご
と
と
せ

ず
、
地
域
で
温
か
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
身
近
に
気
に
な
る
こ
と

や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　認知症の人やその家族をはじめ、どなたでも無料で参加できます｡ なお、今年度から
は新たにグリーンライフ蕨でも開催しています。問い合わせ＝介護保険室（☎433・7756）

ご利用ください！地域包括支援センター
　高齢者が地域で住み続けられるように支
援を行う相談機関。必要により各機関と連携
して、認知症の人や家族をサポートします。

オレンジカフェ クローバーにご参加を

場 

所

みんなの
家・蕨２

ライフ
コミューン蕨

グリーン
ライフ蕨

イリーゼ
戸田

リハビリホーム
まどか蕨

錦町6－9－29 北町2－6－12 塚越1－11－4 錦町4－7－4 南町2－11－10

☎ 430･1515 229･1261 430･0110 430･0321 434･7300

日 

時

9日（火）
午後1時半
～3時半

18日（木）
午後1時半
～3時半

22日（月）
午後2時
～3時半

26日（金）
午前10時

～11時15分

30日（火）
午後1時半
～2時半 触れ合い広がるカフェの様子

◀�錦町･北町･中央 
地区担当は…

第一地域包括支援
センター（錦町3－3－
27　緯434・6721）
 小山 睦美　推進員

▶�南町・塚越 
地区担当は…

第二地域包括支援
センター（南町2－
32－20　☎290・8587）
   浅川 奈穂　推進員
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タウンミーティング開催

暁斎語るシンポジウム
　

３
月
26
日
、
文
化
ホ
ー
ル

く
る
る
で
「
京き

ょ
う

極ご
く

夏な
つ

彦ひ
こ

氏
が

語
る
暁
斎
妖
怪
画
の
魅
力
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
小
説
家

の
京
極
夏
彦
さ
ん
と
河
鍋
暁

斎
記
念
美
術
館
の
河か

わ

鍋な
べ

楠く
す

美み

館
長
が
河
鍋
暁
斎
の
魅
力
に

つ
い
て
講
演
。
訪
れ
た
１
６

３
人
は
、
両
者
が
語
る
暁
斎

の
独
特
な
感
性
や
世
界
観
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

寄贈車両で更に安心へ

春を満喫する桜まつり

　

日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
軽
消
防
自
動
車
の
受
納

式
が
、
３
月
28
日
、
消
防
本

部
で
開
か
れ
ま
し
た
。
機
動

性
が
高
く
、
取
り
扱
い
も
容

易
な
同
車
両
。
今
後
は
消
防

団
本
部
に
配
備
し
、
消
防
活

動
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

に
活
用
し
て
ま
ち
の
防
災
力

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
と
２
日
、
市
民

公
園
で
、「
蕨
市
民
公
園
桜
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
輪
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ

た
こ
の
催
し
。
延
べ
５
０
０

０
人
が
訪
れ
、
80
本
以
上
の

桜
を
楽
し
み
な
が
ら
、
触
れ

合
い
も
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
全
体
で
新
１
年
生
を

歓
迎
し
よ
う
と
、
市
内
全
小

学
校
で
開
か
れ
た
「
１
年
生

を
迎
え
る
会
」。児
童
68
人
が

入
学
し
た
西
小
学
校
で
は
、

４
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
上
級
生
か
ら
合
唱
や
演

奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
全
校
児
童
で
校
歌

を
斉
唱
す
る
な
ど
、
催
し
を

通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

全校で新１年生を歓迎

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

◆

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
子
育
て
サ
ロ
ン
ち
き
ん
え
っ
ぐ 

20
日　
午
前
10
時　
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン

ズ
蕨
北
町
ル
ー
ム　
親
子（
１
歳
～

５
歳
）≪
神
永・
緯
430・７
８
３
６
≫

▼
Ｃ
ｈｏ
ｕ 

Ｃ
ｈｏ
ｕ
フ
ェ
ス
タ　
27

日 

午
前
10
時　
ラ
・
テ
ラ
ス
大
作　

リ
ン
パ
ヘ
ッ
ド
ケ
ア
・
タ
ロ
ッ
ト

占
い
な
ど　
５
０
０
円
か
ら
≪
深

田・
緯
090・８
５
８
３・６
７
９
８
≫

▼
蕨
第
二
中
学
校
合
同
同
窓
会　

６
月
24
日　

午
後
１
時　

市
民
会

館　

１
万
円　

１
９
６
９
年
度
の

卒
業
生
≪
岡
野
・
緯
080
・
５
５
３

５
・
８
２
１
８
≫

▼
セ
ピ
ア
・
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
＝

２
日
・
６
日　

午
後
１
時
15
分　

６
０
０
円　

練
習
会
＝
８
日　

午

前
９
時
半　

４
９
９
円　

く
る
る

≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼「
横
須
賀
巡
り
」参
加
者
説
明
会 

日
時
等
は
電
話
確
認
≪
日
帰
り
旅

倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３

１
・
４
２
９
５
≫

▼
江
戸
あ
る
き
「
浅
草
橋
・
蔵
前

界
隈
か
ら
鳥
越
神
社
」　

６
日
・

11
日　

午
前
９
時　

蕨
駅
改
札
前 

７
０
０
円
≪
富
山
・
緯
090
・
２
７

６
４
・
１
３
４
２
≫

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

10
日
・
18
日
・
25
日　

午
後
１
時 

く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯

441
・
７
３
７
３
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

２
日

＝
中
央
公
民
館　

12
日
＝
南
公
民

館　

18
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・

緯
090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が

直
接
語
り
合
う
、「
市
長
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
４
月

15
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、

各
地
区
の
公
共
施
設
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
賴よ

り

髙た
か

市
長
に

よ
る
新
年
度
予
算
や
施
策
の

説
明
の
ほ
か
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
市
政
に
関
す
る
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。参
加
者
計
５
１
８
人
。

　今月21日、県内初のプロのオーケ
ストラ「チェンバーオーケストラ蕨」
がいよいよ始動します。蕨市音楽家
協会の会員を中心に構成する同楽団

（47人）。その記念すべき初コンサー
トは、ベートーヴェンの交響曲第５
番『運命』など、計３曲を披露します。

『わら音』の更なる飛躍ともなる同コ
ンサートを皆さんお聴き逃しなく！

とき＝�21日（日） 
午後２時

ところ＝市民会館
前売り券＝一般
3,000円　高校生
以下2,000円　
※�当日券は500円増
（完売の場合は販
売しません）

販売・問い合わせ＝同館（☎445・7660）
L.V.ベートーヴェン：レオノーレ序曲　第３番

W.A.モーツァルト：交響曲　第40番
L.V.ベートーヴェン：交響曲　第５番「運命」

地域に根ざした
オーケストラに

音楽監督・指揮
蕨市音楽家協会

山
やま

舘
だて

 冬
ふゆ

樹
き

　副会長

　「上質なクラシックを身近に」とい
う思いの下、発足したチェンバーオ
ーケストラ蕨。ヨーロッパの小都市
にあるオーケストラのように、地域
に根ざして音楽の魅力を発信する活
動を展開していきます。当日はホー
ル全体が熱気にあふれるパフォーマ
ンスを約束します。ご期待ください。

5/21始動
チェンバー
オーケストラ蕨

わら音
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ワ
ラ
ビ　

新
し
い
自
転
車
だ
。

じ
い
ち
ゃ
ん
！
あ
り
が
と
う
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

よ
か
っ
た
な
。

気
を
つ
け
て
乗
る
ん
だ
ぞ
。

お
母
さ
ん　

そ
う
よ
。
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と

事
故
に
遭
う
こ
と
も
あ
る
わ
。

職
員　

お
や
っ
？
ワ
ラ
ビ
ち

ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
自
転

車
買
っ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

え
へ
へ
！

職
員　

と
こ
ろ
で
自
転
車
に

乗
る
と
き
の
５
つ
の
約
束
を

知
っ
て
い
る
か
な
？

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
遵
守
で
正
し
い
利
用
を

万
一
に
備
え
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
保
険
の
準
備
を

ワ
ラ
ビ　

え
～
っ
と
…
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

自
転
車
安
全

利
用
五
則
で
、「
①
自
転
車
は
、

車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外 

②
車
道
は
左
側
を
通
行
　
③

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行
　
④
安
全
ル

ー
ル
を
守
る
　
⑤
子
ど
も
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
」じ
ゃ
。

ワ
ラ
ビ　

さ
す
が
～
！

じ
い
ち
ゃ
ん　

自
転
車
事
故

の
多
く
は
、
ル
ー
ル
違
反
が

原
因
の
よ
う
だ
か
ら
、
い
つ

も
心
が
け
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

ワ
ラ
ビ　

５
つ
の
約
束
は
言

え
な
か
っ
た
け
ど
、
い
つ
も

ル
ー
ル
を
守
っ
て
る
し
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
も
着
け
て
る
よ
。

お
母
さ
ん　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

市
の
購
入
補
助
制
度
（
下
囲

み
）
を
利
用
し
た
の
よ
ね
。

職
員　

あ
と
は
万
一
に
備
え
、

保
険
の
加
入
も
大
事
で
す
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

最
近
は
自
転

車
の
保
険
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
。

職
員　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
制
度

（
下
囲
み
）と
い
い
、
自
転
車

安
全
整
備
店
の
看
板
の
あ
る

お
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

う
ち
も
検
討
し

て
み
よ
う
か
し
ら
。
で
も
、

事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
り
た
く
な
い
わ
。

職
員　

は
い
。
市
内
全
体
の

交
通
事
故
は
年
々
減
少
し
、

10
年
前
の
半
分
以
下
の
件
数

と
な
り
ま
し
た
が
、
依
然
、

自
転
車
事
故
は
３
割
以
上
と

高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

１
件
で
も
多

く
減
ら
し
た
い
も
の
じ
ゃ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
の
た
め
に
も
、

み
ん
な
で
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
ら
な
い
と
ね
！

親と子の
ニュースの
小窓

交通事故のないまちへ
日頃から心がけよう
自転車の安全利用

　首都圏に位置し、坂道が少ない蕨
では、日頃から多くの人が自転車を
利用しています。自転車は便利な乗
り物ですが、ルールやマナーを守ら
ないと思わぬ事故につながることも
あります。そこで今月は安全な利用
と万一の備えについて再確認します｡

安
全
利
用
に
つ
い
て
学
ぶ
交
通
安
全
教
室

スケアード・ストレイト
交通安全教室を開催

 お勧めします
  自転車保険（TSマーク）

自転車用ヘルメット
日頃から着用を

　自転車どうしや、車と自転車の
仮想事故をスタントマンが実演。
「ひやっとする場面」を体験し､
交通安全の意識を高めます。見学
自由。どなたでもご参加ください

と　き＝19日（金）　午後１時40分
　　　※雨天時は10月17日（火）に振替
ところ＝第二中学校
詳　細＝同課（緯430・7834）

　ＴＳマーク（賠償内容が異なる２
種類）は、自転車安全整備士が点
検整備した自転車に貼付されるも
ので傷害保険と賠償責任保険が１
年間付帯されます。自転車安全整
備店の看板のある店に相談ください

　子どもと高齢者のヘルメットの
着用の促進に向け、購入費の補助
を行っています。ご活用ください

対　象＝�蕨市民で、高校生までの
人及び65歳以上の人

補助額＝購入に要した費用の２分
　　　　の１の額で上限2,000円
詳　細＝安全安心推進課
　　　　（緯430・7834）

今月
19日

万一の
備えを

購入費
補助

青色マーク 赤色マーク

賠償責任補償限度額が青色マークは
1,000万円、赤色マークは5,000万円
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千
かず

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　 　

　　錦町５丁目

優
ゆう

成
せい

ちゃん
（１歳11か月）

五
ご

頭
とう

　　崇
たかし

さん　
めぐみさんの
長男　　　　

　　南町２丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・７２５６）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
保
育
園
の
お
正
月
行
事

で
目
に
し
て
か
ら
、
獅し

子し

舞ま
い

が
大
好
き
に
な
っ
た
優
成
。

パ
パ
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
で
作

っ
て
く
れ
た
獅
子
舞
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
タ
オ
ル

や
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
ま
ね
を

し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。
最
近
は
、
私
た
ち
の
食

事
の
様
子
を
見
て
い
る
う
ち

に
、
お
箸
を
使
っ
て
上
手
に

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
成

長
を
実
感
で
き
て
う
れ
し
く

思
い
ま
す
ね
。
そ
ん
な
優
成

に
は
、
名
前
の
通
り
優
し
い

子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
母
親
の
め
ぐ
み
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－541－

～ アーサナヨーガクラブ ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

石
いし

田
だ

　恵
けい

子
こ

会長

ー
サ
ナ
ヨ
ー
ガ
ク
ラ

ブ
は
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ガ
教
室

の
受
講
生
た
ち
が
設
立
し
、

今
月
で
ち
ょ
う
ど
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
会
員

は
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
23

人
で
、
毎
週
火
曜
日
（
同
館 

午
後
７
時
）
に
創
設
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
る
徳と

く

野の

幸さ
ち

子こ

先
生
の
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ガ
と
い
う
と
難
し
い

ポ
ー
ズ
を
と
る
と
い
う
印
象

を
抱
く
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
動
作
を
ゆ
っ
く
り
行

う
、
呼
吸
を
動
作
と
結
び
付

け
る
、
意
識
を
動
作
に
集
中

さ
せ
る
、
身
体
を
緩
め
る
、

と
い
う
４
原
則
に
従
え
ば
ど

ん
な
体
操
で
も
ヨ
ー
ガ
に
な

り
ま
す
。た
い
せ
つ
な
の
は
、

焦
ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、
諦
め

ず
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。

自
分
の
身
体
と
相
談
し
な
が

ら
毎
日
行
う
こ
と
で
健
康
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
て
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
い
い
こ
と
ず
く
め

の
ヨ
ー
ガ
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
同

館
の
工
事
が
始
ま
る
７
月
以

降
も
他
の
施
設
で
活
動
を
続

け
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
事
務
局（
緯
443
・
２
４
０

７
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア

準備する物はゆったりとした服装だけです。
見学も歓迎です。一度足を運んでみませんか

毎日ヨーガを続けることが健康の秘けつ

　

先
月
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

蕨
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合

う
「
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初
め
て
５
０
０

人
を
超
え
る
５
１
８
人
も
の

方
々
が
参
加
し
、
高
齢
化
に

伴
う
ご
み
収
集
の
ご
苦
労
や

保
育
園
に
関
す
る
こ
と
、
国

保
の
広
域
化
へ
の
対
応
な
ど
、

身
近
な
問
題
か
ら
市
政
全
般

ま
で
、
実
に
幅
広
い
ご
意
見

や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
大

変
充
実
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
直
接
の

対
話
・
触
れ
合
い
を
市
政
運

営
の
原
点
と
考
え
て
き
ま
し

た
が
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
社
会
、
災
害
へ
の
対
応

な
ど
、こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

向
け
て
市
民
と
の
協
働
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
点
に
お
い
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
を
肌
で
感
じ
ら

れ
る
「
対
話
」
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

平
成
20
年
に
開
始
し
た
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
10
年

が
経
ち
、
参
加
者
は
約
３
６

０
０
人
に
上
り
ま
す
。
市
長

と
し
て
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
ね
、

信
頼
関
係
を
い
っ
そ
う
深
め

な
が
ら
、
日
本
一
住
み
よ
い

ま
ち
蕨
を
目
指
し
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

500人以上の参加で対話深めた
　市長タウンミーティング

97

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は11日です。６
月は１日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。
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体
的
に
丸
み
を
帯
び
、
味

わ
い
深
い
表
情
が
特
徴
の

木
目
込
み
人
形
。「
木
目
込
む
」
と

は
、
人
形
に
筋
彫
り
を
入
れ
、
そ

こ
に
布
の
端
を
埋
め
込
む
こ
と
を

い
い
、
こ
れ
に
よ
り
人
形
が
衣
装

を
着
て
い
る
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ

ま
す
。
こ
の
伝
統
文
化
の
魅
力
を

伝
え
る
と
と
も
に
地
域
の
交
流
の

輪
も
広
げ
て
い
る
の
が
本
田
正
子

さ
ん（
57
歳
・
中
央
３
丁
目
）で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
お
ひ
な
様
が
大

好
き
だ
っ
た
本
田
さ
ん
。
二
女
だ

っ
た
た
め
、
自
分
だ
け
の
人
形
が

欲
し
い
と
の
思
い
が
創
作
活
動
の

原
点
で
し
た
。
木
目
込
み
人
形
と

の
出
合
い
は
約
30
年
前
。
仙せ

ん

台だ
い
に

住
ん
で
い
た
と
き
に
、
体
験
教
室

に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
素
朴

で
温
か
み
の
あ
る
風
合
い
に
魅
せ

広
報
蕨　

七
九
五
号　

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
木目込み人形教室　講師　　

本
ほん

田
だ

 正
まさ

子
こ

 さん

全

伝統文化を通してつながりを

ら
れ
瞬
く
間
に
と
り
こ
と
な
り
ま

し
た
。
作
る
の
も
、
飾
る
の
も
、

贈
る
の
も
楽
し
い
木
目
込
み
人
形

を
広
め
よ
う
と
、
約
10
年
か
け
て

講
師
の
資
格
を
取
得
。
各
地
の
公

民
館
等
で
教
室
を
開
き
、
２
年
前

に
転
居
し
て
き
た
蕨
で
も
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

体
験
教
室
で
は
、
節
句
に
ち
な

ん
だ
人
形
や
翌
年
の
干え

支と

な
ど
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
作
品
を
作
り
ま

す
。
受
講
生
は
小
学
生
か
ら
年
配

の
か
た
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
手
先
の

器
用
な
子
ど
も
た
ち
が
隣
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
あ
げ
る
な
ど

世
代
を
超
え
た
交
流
も
生
ま
れ
、

「
次
の
干
支
も
み
ん
な
で
作
り
た

い
」と
、好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
本
田
さ
ん
の
作
品
は
、

長
年
愛
用
さ
れ
て
き
た
衣
服
を
生

地
と
し
て
木
目
込
む
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
も
の
ば
か
り
。
最
近
で

は
、
蕨
で
出
合
っ
た
双ふ

た

子こ

織お
り
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
普

段
使
い
に
適
し
た
双
子
織
は
木
目

込
み
人
形
と
の
相
性
が
抜
群
で
す
」

と
、
に
っ
こ
り
。
こ
れ
が
縁
で
、

宿
場
ま
つ
り
な
ど
の
作
品
展
に
も

関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活

躍
の
場
と
と
も
に
交
友
関
係
も
広

が
り
「
私
が
誰
よ
り
楽
し
ん
で
い

ま
す
」
と
語
る
、
本
田
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
次
世
代
と
伝
統
文
化
を

つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
な
り
、
地
域
に

笑
顔
を
木
目
込
ん
で
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

｢衣裳着人形とは一味違う趣があります｣と､本田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

暁
斎
は
明
治
18
年
頃
、
英
国
人
の
弟

子
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
目
の
前

で「
鯉り

魚ぎ
ょ

遊ゆ
う

泳え
い

図ず

」を
描
き
ま
し
た
。
本

図
は
コ
ン
ド
ル
が
、
そ
の
暁
斎
作
品
の

中
の
２
匹
の
鯉
を
模
写
し
た
掛
軸
で
す
。

コ
ン
ド
ル
は
明
治
10
年
に
来
日
。
現
在

の
東
京
大
学
の
教
授
と
な
り
辰た

つ

野の

金き
ん

吾ご

や
片か

た

山や
ま

東と
う

熊く
ま

ら
を
育
て
、
自
ら
も
鹿
鳴

館
や
旧
岩
崎
邸
を
設
計
し
ま
し
た
。
そ

し
て
明
治
14
年
頃
に
日
本
画
を
習
う
た

め
暁
斎
に
入
門
し
、
明
治
17
年
に
は
第

二
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
褒
状
を
受
賞

す
る
ま
で
上
達
し
ま
し
た
。
暁
斎
作
品

を
手
本
に
し
た
こ
の「
鯉こ

い

之の

図ず

」も
墨
の

濃
淡
と
金
泥
で
見
事
に
描
い
て
い
ま
す
。 

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時
休館＝木曜日
　　　毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般320円
　　　　中学生～大学生210円
　　　　小学生以下105円
　　　　　（20人以上の団体は要予約）
詳細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　５月１日（月）～６月25日（日）

国際博物館の日記念「暁斎 その交流さまざま｣展

ジョサイア･コンドル（暁英）筆
「鯉之図」
絹本墨画金彩

本
作
品
は
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
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